
高等教育
機関

4年制大学　5
短大　5
高専　1
放送大学　1

公共団体
県・全市町村自治体 19

国機関　1
県関係機関　3

経済団体 6 組織
連携企業
等

22　企業
（内 金融機関 6 組織）

中山間地エリア
の課題

沿岸の商工業
エリアの課題

おおいた地域連携プラットフォーム
　 事務局：大分大学地域連携プラットフォーム推進機構 

  　副機構長（学長特命補佐） 三浦　洋一
前職：大分銀行

「いわて高等教育地域連携プラットフォーム」シンポジュウム資料　2025/2/6

「地域連携プラットフォームの運営の難しさ」

総人口 108万人
県GDP　4兆5000億円
県内企業数 3万2000社
第一地銀の資金量 3.5 兆円

総人口 114万人
県GDP 4兆7000億円
県内企業数 3万3000社
第一地銀の資金量 3.4 兆円

 

合計 63 組織
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年次経過と共に県と市町村から
の拠出金を頂いている

大学等拠出 私学助成 県拠出

市町村拠出 リカレント補正予算
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2020年度
設立直前

設立直前の20企画実施から
設立年度以降は30強と一定事業数

予算額（単位：万円）

1.  活動規模と推移

企画数は、初年度直前20件。設立年度以降は30強で一定
の企画を展開している。
参加組織が活動費を拠出することを土台にしている。年次
進行と共に自治体からの拠出が増えている。

事業企画数（年間）　と　事業予算額（年間）　

2024年度

大学拠出
2,435

県拠出
1,797

県
拠
出

889

市
町
村
・
企
業
拠
出

708

総額 6,583

総額 4,281
大学拠出
3,289年度

社
会
人
リ
カ
レ
ン
ト

1,020

年度

私
学
助
成

623
私学助成

102
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地域人材創出部会
部会長：“企業“管理職 

地域交流・
課題検討部会

部会長：“県“管理職 

自治体（県と市町村は別枠）課題の
解決事業実施
学生による地域現場課題解決（フィ
ールドワーク支援）事業目の実施
これらの成果共有大会の実施
企業連携創出支援事業（企業と大学
の事業展開でのマッチング）　など

交流の場
づくり

コミュニケーション導入支援事業
（県事業）

自治体
課題解決

若者の
県内定
着促進

起業人材
育成

 「だいぎん
ニュービジネ
スプランタ
ー」後援

職場復帰
支援

地域包括ケア
システム人材
育成事業

高校から県内大学などへ進学率向上自治体
　　・オープンキャンパスガイド協働制作
　　・大分県内進学ガイドブック協働制作
　　・中高生向け学部・学科選びサイト構築

女子中学・高校生の理系進路選択支援プログ
ラムの実施（出前講義型）
大学生の県内就職支援

　　・ 「2024シゴト発見フェスタ」の開催
　　　　（参加学生数　約300人）
　　・「キャリアトークセッション〜経営者と
　　　の直接対話でキャリアを考えよう〜」実施
　　・「移住定住動画作成
　　　インターンシップ事業実施

大学生
育成

社会人
育成

大学教
職員研
修実施

「おおいた共創士」認証制度の実施
（地域企業への就職優遇）

複数大学の協働実施正課科目の実施
単位互換の正課科目実施　　など

社会人リカレント文科省補正予算事業
 「おおいた共創士マイスター」認証
制度の開始実施
リーダー候補者による対話型グルー
プワークPBLの実施
大学教職員、金融機関役職者と県役
職者によるメンター件評価
トライアルコース

大学合同FD/SDの実施
新人教員合同研修の実施　　など

教育プログラム開発部会
部会長：“大学“教授

おおいた地域連携
プラットフォーム

協働事務局

2. 体制のこだわり点と代表的企画

産 官

学
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みえる結果

みえないもの
（注力のストーリー）

大分大学の関係者
（たたき台案構築）

部会の関係者
（産学官ワーキングで揉む）

部会の部会長・副部会長
（産学官で最終決定）

大分大学内の会議　週1回
事務局メンバー対話　週1回

協働事務局会議
部会毎のワーキング
3つの部会

総会
事業推進
本部会議 

年間６０回

年間５８回

年間５回

3-1. 意図的に力を注いでいること（みえないもの）

01 関係者との対話の場（年中クルクル）
幅広い業種の構成員なので“丁寧な対話の
場”が不可欠。“恒常的な議論の場”の提供。
今、“できること”、“なすべきこと”、“次の
予測”を常に関係者で率直な対話で共有。

１２３回
（年間）

49 %

47 %

4 %

たたき台をつくる
大分大学

たたき台を練る産学官ワーク Key :
ほぼ同じ
開催比率

反面
事務局が多忙で、
スピード感を奪っ
ている。

各部会の傘下に13
のWGを設置。

4



変革推進
新風土を築く

小さな一歩から

環境構築

変革

アンテナを張る

STEP. 5

⑦さらに変革を続ける
⑧新しい風が吹く組織にする

STEP. 4

⑥短期的な成果を生む

STEP. 3

⑤行動しやすい環境を整える

STEP. 2
②変革推進チームをつくる
③変革のビジョンと戦略を立てる
④変革のビジョンを周知徹底する

①危機意識を高め察知する

　ある日、主人公ペンギンが、暮らしている氷
山に亀裂があることに気づきます。一緒に暮ら
すペンギンたちにその危うさと移住する必要性
を報告をするのですが、「まだ大丈夫」と一蹴
されてしまうところからこの物語は始まりま
す。その後、諦めず少しずつ味方を増やし
ながら組織を変革を行い様々な苦難を
　　乗り越えていくストーリー。
　　　　　著者：ジョン・P・コッター

少し、外れますが、氷山の絵から .... 銀行管理者時代の訓示

STEP. 1
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3-2. 意図的に力を注いでいること（みえないもの）

多様なスタッフ能力を引きだし相乗的に活かす

02 計画した事業の確実な実施

 大分県担当課との随時訪問と打合せ1.
 １８市町村担当者への随時訪問と打合せ2.
 １３高等教育機関の定例訪問3.
 ２８の経済団体・個別企業への随時訪問4.
 学生を交えた活動に対しての協力企業（約
２００社）への訪問

5.

協働機関（６３機関）や協力企業との関係を強化
推進室メンバーの前職 今の主な役割（専担制）

大分銀行（営業）1名 プラットフォーム運営の統括

大分銀行
（システム・総務業）1名

大学生の地元定着推進
多様なシンポジュウムなどの企画
ステークホルダー訪問

大分県庁　2名
自治体からの地域課題解決事業
自治体を含めたステークホルダー訪問
バックオフィス業務の全て

リクルート
（営業）

大学生の地域課題解決のPBL企画の取
りまとめ
おおいた共創士（学生）取りまとめ
大学生の地元定着推進　　　など

大分大学の事務　４名
（現役職者とその退職者）

バックオフィス業務の全て
大分大学教職員との円滑な調整

大分大学理工学部教授
（COC+担当6年間、
学科の就職担当10年間）

ヒトの能力発達視点からの社会人リカ
レント業務の企画と実施
企業人事の施策研究とその活用

日本テキサスインスツルメン
ツ（合）（ビジネスマネージャ

ー、新事業開発）

おおいたLSI クラスターとの連携
中小企業経営者視点におけるリカレン
ト教育導入の環境づくり

“ステンドグラス“
通過した光は、多
様な色彩が織りな
す豊かな空間を創
る

04 自走可能な資金調達の努力

03 歩く（ステークホルダーヘの頻繁訪問）

 翌年を見据えた自治体との交渉1.
 個別事業に対する民間企業の賛同を交渉2.
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創発的戦略
（行動しながら
立案, OODAル
ープ）

意図的戦略
（事前調査を踏
まえ立案, PDCA
サイクル）

初年度 現在

創発的戦略
（行動しながら
立案, OODAル
ープ）

意図的戦略
（事前調査を踏
まえ立案, PDCA
サイクル）

まず行動 ストーリ
ーが生れ

納得しな
がら前進

４. 乗り越える壁（みえている課題と根幹的な課題）

 安定した運営資金の調達1.
大分県や市町村（自治体）の継続した理解と協力2.
「産業界」とのメリット共有と連携強化3.
高等教育機関同士の協調体制4.
高等教育機関の教員・職員の理解と協力5.
リーダー役となる大分大学の理解と支援の継続6.
事業内容を周知する広報の強化7.
人口減少が進む中、魅力的な地域づくりへの長期的
な視点を共有して継続的に活動する企業の開拓。

8.

納得性を共有できる企業の開拓。9.

みえている課題例示「優れた陶芸家は、最初は何をつくりたいのか自分でもわからず、ま
ずは泥をこね、ろくろを回し、次第に自分でつくりたいものがわかってくる」

「戦略とは事前に計画されるものではなく、実際にビジネスを進めて
顧客の反応を知り、現場の声を聞き、試行錯誤の上にわき上がってく
るものだ」。そのため、戦略とは計画的に策定されると同時に創発的に
形成されなければならない。

【入山章栄教授に学ぶ】センスメイキング Sensemaking 理論【DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー】25/1/12
“Crafting Strategy（戦略を作る”, Harvard Business Review, 1987, Henry Mintzberg

“正確性”よりも“納得性（腹落ち
するストーリーの共有）”が組織に
学習を促す継続的な指針となる。

根幹的な課題
Observe（観察）、Orient（状況判断）、

Decide（意思決定）、Act（実行）
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 “ぶら下がり”参加機関があ
りませんか？

1.

“神輿”の価値を言語化して
ますか？

2.



導入

トライアルコース

受講申込者数：39人
（約半数はクラスター会員
の参加）

目的：
「学び」に興味を持ってもら
うこと。
内容：
オンデマンド科目の受講
　①汎用的能力科目
　　3コマ（60分/コマ）
　②専門導入科目
　　5つの科目（１科目10～
　　15時間）から2時間以上
　　で受講放題

リーダー育成

マイスターコース

目的：
　チームとして高いアウトプッ
ト効果を誘導できる個人の根幹
的能力と、標準的なテクニカル
スキル併せ持ち、将来の組織の
経営陣候補リストに入る人材。
内容：
Step 1 :  45時間程のオンデマ
ンド科目受講（汎用的能力科目
と専門導入科目）
Step 2 : 対面での課題解決型
PBL グループワーク（1週間ほ
ど）

受講申込者数：13人

５-1. 社会人リカレント ー ”導入と“リーダー育成”

大分県LSI クラスター形成
 推進会議と協働

クラスター側の利点
半導体の専門能力育成は、これまでのクラ
スターのプログラムを継続して受講可能。
クラスター会員のニーズを反映できる。製
造現場では受講できる時間帯が自由になら
ないためオンデマンド科目の利点を活用で
きる。

プラットフォーム側の利点
段階的な学びプログラムを設定でき
た。
半導体人財育成で先行しているクラ
スター側の経験知の共有。
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1
PBLでの修羅場
（共創）経験

　異業種の受講者同士
が、“問い”をたて、解決
策をチームとして協議
する。｢答えがない領
域｣に対し、真剣に向か
い合う時間（修羅場）
を通じて、主体的な意
志の醸成に繋げる。

２
伴走者の導入

　　13人の受講者
　　　に対し
　　9人の伴走者
　　　を設置。
　
　傾聴し、共感するメン
ター兼コーチとしてPBL
での対話活動を支援。
　金融機関5人、県庁4人
の役職者による伴走支援

３

受講者と伴走者
PBL の様子

おおいた共創士
マイスター認証
デジタルバッジ
厳格な評価（ルーブ
リック表を用いた客
観的な数値評価）

５-2. マイスターコースで期待する効果

本質的“問い”で
“絆”の深化

地域の熟達者が
成長を支援

インセンティブ
（組織と受講者双方）

地域の人財を
地域で育てる
”場と仕組み“

提供
プラットフォーム

真価？
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